
ケーススタディ集 
さまざまな要件に最適な車両計量
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基本的にトラックスケールは、1種類
ですべてのひょう量に対応していま
す。お客様の要件に合わせてカスタ
マイズが必要になる場合は、複数の
企業から調達と設計を行う必要が有
り予定外の出費をすることになりま
す。
トラック計量システムの場合、カスタ
マイズ要求が多く発生します。革新

的な計量ソリーションを提供するイノ
ベーションリーダーとして、メトラー・
トレドはさまざまな提案を行ってい
ます。当社のコンサルティングアプロ
ーチでは、計画から設置・始動まで、
プロジェクトを成功に導くノウハウを
提供しています。
またこのケーススタディ集では、当社
が実際に世界中でお客様と協働した

事例を紹介しています。お客様が計
量ソリューション全体の構築を検討
しているのか、またはロードセルシス
テムのアップグレードを検討している
のかに関わらず、メトラー・トレドで
はお客様の個別ニーズに合うソリュ
ーションを提案します。

トラックスケール設置プロジェクトは、適切なモデルとオプションの選定、敷地レイアウト、操作フ
ローの構築など、多岐にわたり複雑で大規模なプロジェクトです。このケーススタディ集では、事例
を通して解決方法をご紹介しています。

トラック計量とソリューション
業務に必要なものを届ける 
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ある伐採業者は、落雷による影響
で施設の閉鎖を余儀なくされ、そ
の間に地域のライバル企業に取引
を奪われてしまいました。そのため
メトラー・トレドに相談を持ちかけ
ました。

Page 4

ある大手化学会社の場合、トラック
スケールを、POWERCELL®PDX® に
よってアップグレードすることがで
きました。

Page 10

ダウンタイムを未然に防ぎ、お客様
の安定したビジネスを確保するため
に必要な技術とは。

Page 8

メンテナンス時期が予測されること
で、企業は想定外のダウンタイムを
未然に防ぎ、それによりビジネスを
守ることができました。

Page 14

穀物ダンプスケールの設置によって
ある企業は、作業フローと利益の改
善と地域の市場リーダーになること
ができました。

Page 6

コンプライアンスへの確保は不可
欠です。ある廃棄物処理施設では、
確実にコンプライアンスを確保す
るソリューションが求められていま
した。

Page 12

落雷保護とその影響 トラックスケールの
アップグレード 

穀物施設の効率と最適化 危険な場所における
無人計量

最先端技術を使った
ダウンタイムの回避

予測保全機能と
オペレーション 
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修理には再稼働するまで一週間程
度掛ります。この間、トラックは、他
の工場に積み荷を搬送します。スケ
ールの回復後は、さらにサプライヤ
ーと顧客の信頼を取り戻すのに時間
がかかります。 

2010年には、数週間のうちにスケー
ルが2度故障したため、工場はつい
にトラックスケールの交換を決定し
ました。新規導入に際しさまざまな
スケールを調査した結果、落雷保護
機能が搭載された POWERCELL® 

トラックスケールの問題は、工場の
収益に影響を与える問題に発展して
いました。

落雷問題
工場はオザーク高原の丘の頂上にあ
り、激しい雷雨が発生する時には頻
繁に落雷の被害を受けていました。
度重なる落雷でトラックスケールが
予定外のダウンタイムを引き起こし、
さらにそれによって引き起こされる
計量作業の外注費用などの多大なコ
ストが発生していました。スケールの

レイトンミル&ティンバー社はアーカ
ンソー北部の丘にある鉄道レイル用
枕木および材木のサプライヤーです。
現場で長年使用されているトラック
スケールは、正常に動作しており、事
業に欠かせないものでした。納品の
トラックは資材を積載した状態でト
ラックスケールを通行し、荷卸し後再
度トラックスケールを通行し、その差
異によって工場に納品された丸太の
正味重量を決定していました。工場
のスケールが故障の場合、トラックは
別の場所の認可済みトラック計量施
設へ行かされることがありました。

スケールのダウンタイムは、サプライ
ヤ－にとって大きな不利益を与えま
す。工場のスケールに不具合が発生
した場合、工場に丸太を配達するト
ラックは、計量のために30マイル余
分に走行しなければならず、配達物
の正味重量を決めるために支払う料
金は二倍になっていました。追加の
時間と費用をかけるよりも、品物を
別の工場に納品することを選択する
サプライヤーもいました。結果的に、

PDX® ロードセルシステムであれば、
導入することで事業に大きなメリット
があると確信しました。

トータルソリューション
この工場は、計量指示計 IND780 と
接続する POWERCELL PDX を搭載し
たスチールデッキトラックの購入を決
定しました。この先進的技術のおか
げで、市場で最も信頼性の高い車両
計量ソリューションを配備することが
できました。適切な定期メンテナン
スと、POWERCELL PDX 予測診断シ

ステムにより、想定外のダウンタイム
を事実上未然に防いでいます。また、
メトラー・トレドとのメンテナンス契
約にも加入することで、さらに高い性
能を維持できるようになり、サプライ
ヤーと顧客の満足度と信頼性を確保
することができるようになりました。

 www.mt.com/vehicle 

落雷により、トラックスケールが一瞬で停止してしまうことがあります。レイトンミル&ティンバー社
は、メトラー・トレドの落雷保護機能を採用したトラックスケールを導入することで、サプライヤーと
顧客が離れた場所で使用するスケールが落雷によってダウンタイムが発生する事態に終止符を打つ
ことができました。

落雷保護とその影響 
頻発するスケールの問題へのソリューション 

真の落雷保護 

POWERCELL® PDX® ロードセルは、
個別にテストを受け、80Kアンペアま
での落雷に耐えることが証明されて
います。以下のリンクから、性能テス
トや製品情報がご覧いただけます。

�  www.mt.com/LightningStrike
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穀物ダンプを計量ブリッジと統合し、さらに計量プロセスを効率化します。 
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2006年11月に操業を開始した施設
は、ピーク時にはひょう量360,000ブ
ッシェルを上回る貯蔵があり、拡大
すれば最大200万ブッシェル超の貯
蔵にも対応できます。地域の農家か
らトウモロコシを市価で購入し、エタ
ノール工場に納品するため保管しま
す。

高い信頼性と精度を実現するソリュ
ーションを必要として製品機能や性
能を比較検討し、メトラー・トレドの
ソリューションを選択しました。スチ
ールデッキ製ダンプ用トラックスケー
ルを設置し、全ての入出荷処理に対
応しました。スケールは地上よりも
上にあり、ダンプトラックは穀物をス
ケールのグレーチング部分から下の
ホッパーに投下させます。ホッパーは
1,200ブッシェルのトウモロコシをい
れることができ、サイロへの通風管
は、5,000ブッシェル/時間の速度と
なっています。

計量の効率を向上 
新たに穀物ダンプを行う場合、トウ

モロコシを搬入するトラックは工場
の敷地内に入り、スケール上を通行し
ます。次に、トウモロコシのサンプル
分析を行い、総重量を計測します。
その後、トラック運転手は、ベリーダ
ンプトラックの扉を開き、スケールグ
レージング部から下のホッパーにト
ウモロコシを投下します。
そこから、サイロに移送されます。空
のトラック/トレーラーの二度目の計
量を行い、計量チケットを印刷しま
す。

トウモロコシを積載して搬出するト
ラックも、似たような手順でスケール
上を通行します。最初は空の状態で
計量します。その後、2塔の吊り下げ
型積出容器からトレイラーに充填さ
れ、総重量読み取りが行われます。
両方のシーケンスは、積載した状態
でトラックを計量しさらに穀物をダ
ンプ後に再度そのトラックを計量す
る以前のプロセスよりも、効率的で
す。

業界をリードする技術
POWERCELL® PDX® ロードセルを採
用することで、精度と信頼性を確保
します。メトラー・トレド社製スケー
ルの故障率は0.02%未満で繁忙期の
故障発生の心配は不要になります。
さらに、重量データ管理ソフトウェア 
DataBridge を統合することで、在庫
追跡が容易になり、経営陣は事業分
析の精度が改善します。

急 速 に 、施 設 で の 取 扱 量 が 増 大

し、200万ブッシェルという最大ひょ
う量に到達しようとしています。

 www.mt.com/VEH-GrainJournal

一部のメーカーにとって、穀物ダンプ用トラックスケールはカスタマイズされた製品であると考えています
が、メトラー・トレドはそのようには考えていません。穀物ダンプ用トラックスケールによって、この企業の
効率改善と、地域のエタノール施設へのサプライヤーとしてのコミットメントを達成できたのかを解説してい
ます。

穀物施設の効率と最適化 
穀物ダンプのためのトラックスケール 
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このアメリカのスクラップとリサイク
ル企業では、1営業日に約100台のト
ラックがトラックスケール上を通行し
ていることに気が付きました。この企
業では、運んでいる材料と各トラック
の重量によって、クライアントへの支
払を決定していました。.

この企業では、このサービスに対し
て1台のトラックスケール (ひょう量
70,000ポンド、10ロードセルアナログ
モデル）だけでトラック計量を実施し
ています。取引量の大きさの関係で、
その企業ではトラック計量は、1台当
たり数分以内で迅速に実施されま
す。屋外に取り付けられたスコアボー
ドでは取引の透明性確保のため、オ
ペレーターと同じ情報を、計量指示
計の画面で顧客に提示しています。
取引の最後に重量チケットが印刷さ
れます。

精度の課題
顧客への支払いを、トラックスケール
で計量した重量で決定するため、こ
のシステムにエラーが発生すると、こ
の企業のビジネスに大きな影響を与
えることになると、企業オーナーは述

べています。「原料を損失することな
く、顧客を公正に扱いたいと思って
います。計量精度はたいへん重要で
す」

2014年中頃、メトラー・トレドはこの
オーナー様に対して、InTouchSM モ
ニタリングと通信ソフトウェアが使用
できる当時の最新モデル IND570 の
テスト運用を提案したところ、興味を
持ちました。「スケールのフィードバ
ックが、即座に提供されるアイデアが
よいと思いました」とオーナー様は述
べています。
今では、現場で問題発生の兆候が検

出されると、アラートメッセージがメ
トラー・トレドのリモートサービスデ
スクに送信されます。通常は応答が
迅速で、直近で影響を受けそうな要
因が発生するか否かを、この企業の
オペレーターよりも前に、メトラー・
トレドのサービス技術者が知ること
になります。

大きな損害を未然に抑えた事例
先進的な機能性の計量指示計と In-
Touch サービス実現により、企業は利
益を得ました。
多数の落雷を伴う大規模な嵐が発生
した時に、IND570 は「Low Voltage 

Excitation（供給電圧低下）」アラーム
の送信を開始し、落雷による故障が
発生した可能性があることを示しま
した。

メトラー・トレドに警告メール
リモートサービスチームに送信され
た電子メールの警告によって、遠隔
で診断が開始され、ローカルサービ
ス技術者に電話でその情報が伝えら
れます。この技術者は30分以内に現
場に到着しました。「一度現場の状
況を確認し、管理室へ以前のモデル
IND560 を取りに戻り、一時的に入れ
替えて使用することにしました」と技

術者は述べています。「IND570 は新
製品であったため、スペアのマザーボ
ードの在庫がありませんでした。すぐ
に翌日配達を手配し、翌日部品を受
け取り修理を実施し、IND570 を元の
設置場所に戻すことができました」

InTouch は迅速な診断と修理の基本
でした。サービス技術者は、InTouch
のアラートの発信機能により、精度と
稼働時間に影響を与える可能性があ
る問題の発生を未然に防ぐことが可
能になるため、今以上に多くの顧客の
利益を確保することになると感じて
います。

「問題の特定までの時間はできるだ
け短く、対処に時間を掛けられる方が
全体としてはよいのです」と技術者は
言います。

 www.mt.com/service

リモートサービスによって、あるアメリカのリサイクル/スクラップ企業は、企業のビジネスに不利な
影響を与える可能性がある不具合が発生する前に、重要な計量エラーが発生していることを知る
ことができました。

ダウンタイムを回避する技術 
リモートスケールサービス(※日本では対応しておりません)
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既存の計量ブリッジへ POWERCELL ロードセルを新規に装着

大手工業薬品生産業者は、複数のプ
ラントで製造を行い、トラックと貨車
タンクを使って原料や完成品を輸送
しています。車両計量システムは商
取引や在庫管理で使用され、タンカ
ーが適切に充填されているかどうか
チェックししています。精度と信頼性
が重要視するこの企業は、複数のプ
ラントに設置していた車両用はかり
を POWERCELL® PDX® テクノロジー
を搭載したトラックスケールに更新し
ました。

アップグレードの利点
ある化学メーカーのプラントでは、和
算箱が必要なアナログロードセルシ
ステムなど、さまざまなメーカー製の
トラックスケールが使われていまし
た。プラントでは、スケールの問題修
正のために2ヶ月おきにメンテナンス
技術者を呼んでいました。プラントで
は、トラックスケールによる計量結果
の信頼性を改善するため、地元のメ
トラー・トレド担当者に相談をしまし
た。既存の他社製トラックスケール
に、メトラー・トレド製 POWERCELL 
PDX ロードセルを取り付けることによ
り、スケールの け計量コンポーネン

トをアップグレードできました。プラ
ントの担当者は、トラックスケールの
アップグレードによって、サービスに
関する問題と計量の不正確さを低減
できたことに満足しています。

アップグレードのオプション
施設マネージャーは、信頼性と精度
の改善が、古い機械式トラックスケー
ルを使用して貨車タンカーを計測し
ている別の場所にも利益をもたらす
可能性があると気づきました。時代
遅れのてこ技術と摩耗した部品を使

用しているためスケールは頻繁に故
障していました。2台のトラックスケ
ールのアップグレードが成功したこと
で、さらに別の貨車計量ソリューショ
ンの入替えも検討することになりま
した。

特殊な要件にも対応
メトラー・トレドの技術チームは、古
い貨車スケールの下部に組み込まれ
た大型機械部品を 
最大ひょう量90トンに対応できる
POWERCELL PDX ロードセルをカス

タムした取付具を使って交換できる
ことを確認しました。さらに、既存の
計量デッキ上のレールを同時に交換
することで、比較的経済的負担は少
なくて、新品同様の性能を実現する
ことができるようになります。この性
能と交換によって削減できるオペレ
ーションロスなどを包括的に検討す
ることで、この企業は、貨車計量スケ
ールのアップグレードを迅速に決定
することができました。

継続的な効果
この企業は、現在は複数のプラント
のトラック計量システムと貨車計量
システムにおいて、高い信頼性と精
度を維持しています。
さまざまな厳しい要件の中におい
て、先進的な性能を備えた POWER-
CELL PDX ロードセルは、その精度と
信頼性を実証しています。

 www.mt.com/upgradetopdx  

信頼性が重要視される場合、実績のある装置への投資は価値があります。ある工業薬品企業では、
複数のプラントに設置していた車両用はかりを POWERCELL® PDX® テクノロジーを搭載したトラッ
クスケールに更新しました。

トラックスケールのアップグレード 
スケールの信頼性と精度を向上 
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Leadtext_AVG_bold 10/16pt A new weighing terminal combines convenient recipe 

and filling management with modern data-exchange capabilities. Automated monitor-

ing of weighing performance ensures compliance with process tolerances. A machine 

builder used its simple configuration capabilities to design a customized filling.

廃棄物条例では、家庭ごみ、産業廃
棄物、医療廃棄物などの処理要件を
決定します。こういった廃材料の収
集、転送、および分類は簡単な作業
ではありません。ロシェルの施設で
は、1日平均約100台のトラックから
再生可能材料約60トンを回収し処理
します。

特殊な要求
分類・回収センターでは、重量がすべ
ての商取引の主要な要素であり、車両
計量はこの施設の業務では不可欠で
す。追跡が可能なデータ形式で、さら
に放射性物質の情報取得も行ってい
ます。施設マネージャーは言います、
「私たちは、重量データ（総重量、正
味重量、風袋重量）だけではなく、放
射性に関する情報も掲載した1枚のチ
ケットを印刷できるシステムを探して

取得しています。

継続的な効果
システムは、カスタマイズ可能なプロ
グラミングを使用することで、要求に
応じて必要な情報を印刷することが
できます。さらに、スケールの情報を
完全な分析のため、他のシステムへ
転送することができます。この合理的
なシステムは、ロシェルの施設が事
業を管理し、地域社会に重要な設備
を提供し続けるために不可欠なもの
です。

 www.mt.com/vehicle 

います」。

革新的なソリューション
メトラー・トレドは、処理能力およ
び効率性の最大化のため、2台の
POWERCELL®MTX® ロードセルを備
えた18mの計量ブリッジと2台の自
動 IND9UO 計量ターミナル（無人装
置）を提案しました。無人ターミナル
は、24時間体制で係員をスケールハ
ウスに常駐させる必要が無くなり、
人件費の削減にもつながります。運
転手はアクセスバッジを使用して、
ターミナルで自分の身分を明らかに
するか、場合によっては監視担当者
につながるインターホンを使用しま
す。POWERCELL MTX ロードセルは、
危険地域における使用にとって最適
であり、Class 1、2 & 3、Division 1 & 
2、ATEX Zone 1、21、2、22 の認証を

METTLER TOLEDO Vehicle Case Study CollectionMETTLER TOLEDO Vehicle Case Study Collection

効率と精度が重要  
危険な場所における無人計量 
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フランスの自治体ロシェルでは、公衆衛生から廃棄物処理チェーンまでの管理をキログラム測定で
実施しています。メトラー・トレドの自動重量計測技術は速度と精度を提供し、処理能力を最大化し
ます。 

無人ソリューションによって、お客様のビジネスをどのようにサポートできるのかを説明しています。
メトラー・トレドの自動無人化ソリューションでは、さまざまなオプションを提供しています。ご紹介したすべての事例の共通事
項はなんでしょう。それは、稼働状況の改善という結果です。以下のリンクから、投資対効果を試算してください。

 www.mt.com/veh-unattended-roi
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計量結果の信頼性
収穫時期は、1日400台以上のトラッ
クがこの穀物施設に出入りすること
があります。特にこの期間は、トラッ
クスケールの正常稼働と信頼性の高
い計量は重要です。ある穀物施設
は、最新 POWERCELL® PDX® ロー
ドセルシステムの予測診断機能によ
りダウンタイムをうまく回避すること
ができました。

予測診断によるエラー警告
スケールハウスの係員は、2台のスケ
ール（インバウンドとアウトバウンド）

の管理を担当します。収穫期は通行
量が多く、アウトバウンドスケールに
発生した小さな精度エラーに気づく
ことができませんでした。
この施設で稼働する2台のトラックス
ケールは、最新の予測診断機能を搭
載した POWERCELL® PDX® ロード
セルを装備していました。
そのためロードセル１からエラー信
号が出始めると、計量指示計 IND780
を通じて、スケール担当者の携帯電
話にアラートが送信されます（ロード
セルシステムの標準機能）。

ダウンタイムの回避
トラックが、重量測定のための通路
内にいる間は、施設は完全に閉鎖す
ることができません。スケールハウ
ス担当者および施設のオペレーター
は、ロードセル１に関するエラー警告
に気付き、設置現場でスケールの問
題個所の点検を実施しました。現場
において、計量エラーに関連する可
能性のあるスケール端部にごみの蓄
積を確認しました。
また交通量の増加にともない、スケ
ールの下部空間には、ゴミなどが溜
まる可能性が高くなりエラー誘発に
つながる可能性に気付きました。そ
のため、スケールの下を見ると予想
通り堆積物を発見しました。泥やこ
ぼれた穀物、雨などにより、ロードセ
ルは圧縮されていました。高圧洗浄
機を使用してロードセルを洗浄し、ご
みなどの堆積物を取り除きました。ス
ケールの動作は正常にもどり、ダウン
タイムが削減されました。
担当者は、問題が発生している現場
ですばやく適切に対処することがで
きたので安心しました。

スケールとの接続性
エラー警告が担当者へ直接電子メー
ルで送信されるため、費用のかかる

ダウンタイムが発生する前に対処す
ることができました。従来のアナログ
ロードセルシステムだった場合は、事
態はさらに悪化した可能性はありま
す。問題を見過ごした可能性がある
だけでなく、手動による診断とエラー
内容の正確な把握が必要となり、全
面的な施設閉鎖へつながる可能性が
あります。不正確な取引内容で、さら
にダウンタイム中の事業損失が発生
すれば、施設は大きな打撃を受け、

サービスコール費用も発生します。
POWERCELL® PDX® ロードセ
ル、IND780 ターミナルを組み合わせ
た装置を導入するこの施設は、計量
精度や想定外のダウンタイムにより
不意の被害を被るのではないかと、
再び心配する必要はまったくないと
言えるでしょう。

 www.mt.com/upgradetopdx

予測診断機能により、事業主は設備の管理体制を改善することが可能になります。サービス技術者
は、いつでもスケールの性能をチェックすることができるようになり、費用のかかるダウンタイムと
修理費用の削減を実現することが可能になります。

生産的なメンテナンス計画 
メンテナンス時期を予測 

METTLER TOLEDO Vehicle Case Study Collection METTLER TOLEDO Vehicle Case Study Collection
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デジタル技術の利点 

デジタルロードセルの POWERCELL® 

PDX® / MTX, GGD ファミリーは、お
客様のビジネスをサポートします。
• 信頼性の向上
• 精度の向上
• 接続性の向上
• 和算箱なし (POWERCELL PDX)
• 堅牢で長寿命

詳しくはこちら
  www.mt.com/powercell
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関連情報
はかりに関するライブラリ 
トラック計量および関連情報 さまざまな産業やアプリケーションに対応するソ
リューションを紹介しています。新規に構築する計量プロセスに、メトラー・トレ
ドの製品やサービスを組み込めるのかについて解説しています。

トラックスケール購入ガイド
お客様の要件に適合するトラックスケールのモデルの選択や設
置方法などを、分かりやすい段階的なプロセスで説明していま
す。 
 www.mt.com/truckscaleguide

計量モジュールシステムハンドブック
このハンドブックでは、スケールを含む計量システムの設計やカ
スタマイズに関する情報を掲載しています。
 www.mt.com/ind-system-handbook

ロードセルアップグレードガイド
新規にトラックスケールを購入する以外のソリューションとして 
ロードセルシステムのアップグレードを提案しています。 
 www.mt.com/veh-upgradeguide

ホワイトペーパー： 計量モジュールの安全性評価 
このホワイトペーパーでは、カスタマイズされたスケールと重量
モジュールに関連する安全評価について解説しています。
 www.mt.com/ind-wp-safety

不正防止ガイド
トラックスケールに 対する不正は世界中で以前よりも増加して
います スケールに関する不正から自社を守る方法について解説
しています。
 www.mt.com/veh-fraud-prevention-ve
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Safety-Related Force Ratings  
Compression Weigh Modules

Weigh modules support scale structures that are often subjected to extraneous forces in 
various directions. In addition to supporting and weighing a load, weigh modules must be 
able to resist extraneous forces to ensure the stability and safety of the installation. For 
this reason METTLER TOLEDO’s datasheets provide a comprehensive set of force ratings to 
aid the scale designer. This white paper describes the safety-relevant force ratings and 
how they were developed.   

Compression weigh modules are used to create scales 
when standard scale products are not available. The 
scales created can be customized platform or con-
veyor scales, tanks, hoppers or reactor vessels used 
in process industries. They can also be used to weigh 
the very largest tanks and silos used for bulk storage. 
Needless to say, the weigh module’s Rated Capacity 
must be chosen to weigh with the required accuracy 
over the lifetime of the scale. However, weigh modules 
not only weigh the scale, they also become an integral 
part of its support structure and, in many cases, pro-
vide the only restraint available to ensure the stability 
and safety of the installation. The requirements can 
vary widely depending on the scale, for example:

• Platform and conveyor scales are largely unaffected 
by wind loads, but often are subjected to side im-
pacts during the course of every weighment.

• Tanks and reactor vessels are often subjected to 
large start-up torques and forces resulting from mix-
ing processes. 

• Large storage tanks and silos are often located out-
doors and can be subjected to very significant wind 
forces.
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